
６年１組 道徳科学習指導案 

場所 ：６年１組教室 

授業者： 

１ 主題名  開発に願いをこめて 

２ 教材名  技術で「障がい」をなくしたい―遠藤 謙―＜出典：光文書院＞ 

３ 主題構成表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

  

 

ねらい 

 遠藤謙さんが何を目指して義足の開発を続けているのかを考え、大里研究所の「３つの予防薬」の

取組と比べることで、目標に向かって学び続ける素晴らしさに気付き、自分も将来人のために役立

つ仕事をしようとす意欲を育てる。 

■ 内容項目 A 真理の探究 
真理を大切にし、物事を探究し

ようとする心をもつこと。 

 

■ 価値の分析 
・身の回りにある様々なものは、

誰かが考え作り出したもので
ある。真理を大切にし物事を探
究することで、技術を発展さ
せ、人の役に立つものを開発す
ることにつながることが分か
る。 

・人々の望みを知り、様々な分野
から知識や考えを取り入れる
ことで、新しい可能性を開くこ
とがわかる。 

・将来、社会の一員として働くた
めに、様々な知識を学び、自ら
考え、行動していくことの大切
さに気付き、実践しようとする
意欲を育てる。 

■ 研究内容に関わって 

＜Ⅱ－①価値への方向付けと問題意識を引き出す導入の工夫＞ 

  パラリンピックの結果や、走り幅跳びの記録の比較などを通して、義足の技術の素晴らしさに興味

をもち、誰がなぜこのような義足を開発したのか、考えようとする意欲がもてるようにする。また、

これまでに何度も関わりをもった大里研究所の理念を取り上げることで、他領域と関わらせながら、

より身近に価値が感じられるようにする。 

 

＜Ⅱ－③自己の生き方について、考えを深める展開後段・終末の工夫＞ 

  事前に、自分の将来についてのアンケートを取り、今回の資料から、遠藤謙さんや林さんの生き方

について考えたことを通して、将来への思いを新たにする。 

■ 教材の分析 
・義足の開発に取り組んできた遠
藤謙さんの生き方から、自らの
これからの生き方について考え
る。 

・人型ロボットの研究者であった
遠藤さんは、友人が病気で足を
失ったことをきっかけに、ロボ
ット義足の開発に取り組んだ。
その後、インドの貧しい人々の
生活に合う義足の研究にも取り
組む。また、競技用義足の開発に
よって、障がいがある人への差
別意識をなくそうと取り組んで
いる。 

・研究にあたり、できるだけ違う分
野から知識や考えを取り入れて
開発することで、新しい可能性
を開き、自分の技術を人の役に
立てたいと願っている。 

・児童にとって身近に、大里研究所
がある。これまで、様々な学習に
協力していただいてきた。大里
研究所が、こうしていろいろな
事業に取り組んでいることも、
遠藤さんの思いと重なる部分が
ある。二者の思いを比較するこ
とで、より目標に向かって努力
することの大切さに気付くこと
ができる。 

 

■ 内容項目から見た児童の 

実態（意識） 

・好きなことには進んで取り

組むが、学習に向かおうと

する意欲が弱い子や、将来

について思いをもてずに

いる子がいる。 

■ 意識の要因 
・人から指図をされて動くこ

とが、「働く」ことであると

いう意識がある。また、学

習に意義を見いだせない

まま、何となく学んでい

る。 

・新しいものの良さを感じる

ことはできるが、自分が社

会のために何かを生み出

していこうとする気持ち

が弱い。 



４ 学習指導過程 

過程 基本発問と予想される児童の反応 指導・援助 

導

入 
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１．大里研究所の活動について思い出す。パラリンピックの写

真を紹介する。 

・これまで総合の学習などでお世話になった、大里研究所理事

長の林さんの言葉を覚えていますか。大里研究所が、環境教

育を行ったりブドウ栽培したりしているのは、健康で生き

ていくための、「３つの予防薬」という考え方からです。 

・パラリンピックの記録の中には、オリンピック記録よりも素

晴らしいものがあります。この記録は、選手の努力はもちろ

んですが、この競技用義足によって生み出されました。 

 

２．課題を確認する。 

 

 

 

 

３．資料「技術で「障がい」をなくしたい―遠藤謙―」を読ん

で、考えを話し合う。 

〇感想を話しましょう。 

・３種類もの義足を開発するなんてすごい。 

・友人のために義足をつくろうと考えるなんて、遠藤さんはや

さしいと思った。 

◎遠藤さんは、何を目指して義足の開発を続けているのでし

ょう。 

・歩けなくなってしまった友人に、自由に歩いてほしいという

思いから、開発を続けている。 

・最初は自分の友人のためだけだったけれど、インドの少女と

の出会いによって、自分が開発した義足によって皆に笑顔

になってほしいという思いから続けている。 

・技術で障がいをなくすために、今も努力を続けている。 

○林さんと遠藤さんの生き方で、共通しているところはどこ

でしょう。 

・誰かが幸せになるために、研究し続けているところ。 

・一つのことだけではなく、様々な分野から知識を取り入れて

研究しているところ。 

・一つの成果が出て満足しているのではなく、新しい目標に向

かってどんどん新しいことを考えて取り組んでいるとこ

ろ。 

 

 

 

 

 

４．自分とつなげる 

○事前アンケートで、自分の学習についての思いや将来につ

いて書いてもらいました。今日の学習を通して、変わったこ

とはありますか。 

・関係ない、学ぶ意味がないと思っていたことでも、目標につ

ながっていくかもしれない。これから、進んで学習していき

たいと思った。 

・自分も人の役に立つことができる大人になれるよう努力し

たい。 

 

５．教師の説話を聞く。 

・ブドウ農園を見学した時の写真から、

なぜ大里研究所がブドウ栽培を始め

たのかを思い起こさせる。 

・予防医学とブドウ栽培、一見関わりの

ないような事業に取り組んでいるの

はなぜか、大里研究所の「３つの予防

薬」について知る。 

 

・走り幅跳びの記録など、健常者よりも

優れた記録を紹介し、驚きと興味をも

たせる。 

・本文に入る前に、「障がい」について確

認する。 

 

 

 

・遠藤さんが、３種類の義足を開発した

ことをつかむ。 

 

・常に新しい目標をもち、誰かのために

研究を続けている、遠藤さんの思いを   

理解する。      （他者理解） 

 

・３種類の義足の開発が、それぞれどの

ような思いで行われたのかを、視覚的

に分かりやすく板書にまとめ、大里研

究所の「３つの予防薬」と比較できる

ようにする。 

 

・どちらも、目標に向かって様々な分野

から学び、努力し続けていることをつ

かむ。        （価値理解） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・どんな気持ちで学習に臨んでいるか、

将来どんな大人になりたいかなどを

尋ねた事前アンケートの結果を紹介

しながら、遠藤さんや林さんの生き方

と自分の姿を比較し、考える。 

・自分の学ぶ姿勢や将来への思いを、遠

藤さんや林さんの生き方と比べて、変

えていきたいと感じた子を価値付け、

広める。       （自己理解） 

 

・林さんからのメッセージを紹介する。 

遠藤謙さんや林さんの生き方から、自分の生き方について

考えよう。 

遠藤さんや林さんのように、様々なことを学び、目標に向

かって努力し続け、人の役に立つ働きができる人になろ

う。 
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